
Ｓ・アン＝スキ『ディブック―二つの世界のはざまで』の刊行を記念して

　2015年9月下旬、ポーランド文学古典叢書第5巻として『ディブック／イヴォ
ナ』（西成彦編、赤尾光春・関口時正訳）が刊行されます。『ディブック』とは、ユ
ダヤの民間伝承に伝わる悪霊（ディブック）伝説を下敷きに、前世の契りによっ
て結ばれた若い男女が辿る悲劇を描いたユダヤ演劇史上最も有名な戯曲です。
　『ディブック』は、1920年にワルシャワでイディッシュ劇団による初演が好評
を博し、1922年にはモスクワでヘブライ語劇団による上演が大反響を呼んで以
来、両大戦間期には、英語、ドイツ語、ロシア語、フランス語、ポーランド語、ウ
クライナ語、スウェーデン語、ブルガリア語、ルーマニア語、エスペラント語な
どに翻訳されて上演され、世界中の観客を魅了してきました。その反響は遠く日
本にも及び、1930年（昭和 5年）には、「ディブツキ」（エス・アンスキイ作）とし
て『世界戯曲全集』（世界戯曲全集刊行會）の第三九巻（西班牙・猶太劇集）に収録
されています。したがって、今回の翻訳は実に85年振りの「再訳」にして、イ
ディッシュ語による戯曲テクストの日本語訳としては初の試みとなります。
　『ディブック』については、とくにロシア演劇界の鬼才Y・ワフタンゴフ演出
による「ハビマ座」の上演（ヘブライ語）が世界演劇史上に残る伝説的な舞台の一
つとなり、これを観たソ連映画界の巨匠セルゲイ・エイゼンシュタインは生涯
忘れ得ぬ経験の一つに挙げ、ドイツ演劇界の「皇帝」マックス・ラインハルトは「こ
れは演劇ではない、神の礼拝だ」と述べています。また、映画、ラジオ、テレビ、
オペラ、バレエなどに次々と改作され、バレエ作品『ディブック』には、レナード・
バーンスタインが楽曲を提供しています。
　このようにユニークな遍歴を辿ったこの作品の日本語訳の刊行を記念して、
『ディブック』の朗読劇とユダヤ音楽（クレズマーとハシディズムの旋律）の演奏
会（1日目のみ）を開催いたします。

Ｓ・アン＝スキ（1863-1920） 
イディッシュ語作家、ロシア語作家、民俗学者、社会活動家。1863年、ベラルーシのヴィテプスク
地方に生まれる（本名シュロイメ・ザインヴル・ラポポルト）。貧しいユダヤ人家庭に生まれ、伝統
的な教育を受けたが、ロシアの社会思想に感化されナロードニキ運動に参加し、ロシア語で小説や
社会評論を執筆。1892年、ロシアを去ってパリで亡命生活を送った後、スイスで社会革命党（エス・
エル）の創設と活動に携わり、1905年にロシアに帰国して以降は、ユダヤ文化復興における中心的
人物の一人となった。1912から 14年にかけてユダヤ民俗調査団を率いてウクライナのユダヤ人集
落のフォークロアを収集し、戯曲『ディブック』を創作。第一次世界大戦中には前線のユダヤ人難
民の救済事業に携わり、その記録を『ガリツィアの破壊』にまとめた。ロシア革命の難を逃れてワ
ルシャワ近郊に移住し、1920年、死去。

❊解説および歌と出演

赤尾光春
大阪大学文学研究科助教。専門はユダヤ文化研究。著作（い
ずれも編著）に、『ディアスポラから世界を読む』（明石書
店）、『シオニズムの解剖』（人文書院）、『ディアスポラの力
を結集する』（松籟社）がある。大阪外国語大学時代に劇団
「檜舞台」で活動した後、サミュエル・ベケット『ゴドーを
待ちながら』やハロルド・ピンター『おとなしい給仕』
（The Dumb Waiter）などの上演も行った。

❊演出

鈴木径一郎
2007年に大阪で結成された劇団 sputnik. に所属。脚本家
が毎回ローテーションする劇団にあって、本公演全ての演
出を担当している。 作・演出作品は『エレホンの雪』
（2011）、『宿酔』（2013）、『驚く方法は忘れた』（2014）等。

❊出演

石田雅章：大阪外国語大学インド・パキスタン語ウル
ドゥー語学科卒。1985年初舞台。2006-2007パリ第7大
学留学、専攻はベケット演劇、現代劇、能、コンテンポラ
リー・ダンス。帰国後『劇団イシダトウショウ』発足、ベケッ
ト作品の上演を目指す。2006年から”The Expelled” “The 
Calmative” “The End” “How it is”などに挑む。

江本真里子：フリー。役者。神奈川県出身。関西小劇場を
中心に活動中。

岸本愉香：牡羊座。女優。憑依型と見られるが、繊細さが
武器。2010年より㐧2劇場の演劇に参加。2013年より
sputnik.にも参加。自己紹介「自己紹介を書くのが苦手で
す。なにを書いても後で恥ずかしくなるんじゃないかと
思ってしまう」。

島田淳子：大阪大学博士前期課程2回。チェコ出身のド
イツ語作家リブシェ・モニーコヴァー LibušeMoníková 
（1945-1998）の作品を中心に、プラハのドイツ語文学の戦
後の展開を研究している。2012年から2014年にかけてプ
ラハ・カレル大留学。

濱本直樹：伊丹想流私塾、アイホール演劇ファクトリー、
伊丹想流私塾マスターコース卒。France_pan退団後、永見
陽幸と共にDanieLonelyを立ち上げる。関西小劇場を中心
に活動。

宮本 荊：東京都内で活動中のLifeR、主宰。作･演出･出演
など。共感できる喜びより知られない不幸を書き、痩身と
薄幸な顔でそれを体現する。自作に限らず客演時も大抵不
幸な役を回される。第一回笹塚演劇王特別男優賞。 
http://lifers.jp/

❊演奏

樋上千寿（クラリネット）
美術史家、ユダヤ音楽演奏家。シャガールの作品解釈を進
める中でユダヤ文化研究へ傾倒。さらにクレズマー音楽の
演奏へと活動の場を広げる。2003年にオルケステル・ド
レイデルを結成、イディッシュ音楽の普及に努めている。

秦コータロー（アコーディオン）
幼少の頃からクラシックピアノを学ぶ。2010年よりアコー
ディオンを始め、第4回ローランドVアコーディオンフェス
ティバル日本予選ファイナル出場。現在はソロライブ、レコー
ディング、バンドのサポートなど、幅広く活動を行っている。

❊ゲスト

黒田晴之
1961年生まれ、松山大学経済学部教授。20世紀のドイツ
文学とユダヤ音楽を研究。著書に『クレズマーの文化史』
（人文書院）、訳書（いずれも共訳）にスヴェン・ハヌシェ
ク『エリアス・カネッティ 伝記』（上智大学出版）、ハンス・
ヘニー・ヤーン『岸辺なき流れ』（国書刊行会）等。

西 成彦
1955年生まれ、熊本大学助教授を経て、現在、立命館大学
先端総合学術研究科教授。専攻は比較文学で、広くマイノ
リティと文学の関係を研究。おもな著書に、『イディッ
シュ』『エクストラテリトリアル』（いずれも作品社）、おも
な訳書に、ショレム・アレイヘム『牛乳屋テヴィエ』（岩波
文庫）、バシェヴィス・シンガー『不浄の血』（共訳、河出書
房新社）等。

なにゆえに、なにゆえに

魂は

天の高みから

奈落の底に落ちるのか？

転落はそのうちに

飛翔の芽を宿すがゆえに

✺ 1日目：阪大豊中キャンパス
日時：2015年10月2日（金）16:30～ 19:30（最大延長20:00まで）

場所：大阪大学（豊中キャンパス）21世紀懐徳堂スタジオ
　　　http://21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp/
参加費：無料（どなたでも参加できます。事前申し込み不要）

✡プログラム
・16:30～ 17:00
解説「Ｓ・アン＝スキ『ディブック』とユダヤ文化ルネサンス」
赤尾光春（大阪大学）

・17:00～ 18:00
演奏会（クレズマーとハシディズムの旋律）
クラリネット：樋上千寿（オルケステル・ドレイデル）
アコーディオン：秦コータロー
歌：赤尾光春

・18:00～ 19:30
朗読劇『ディブック―二つの世界のはざまで』
演出：鈴木径一郎（sputnik.）

出演：宮本 荊（LifeR）、岸本愉香（sputnik.／㐧2劇場）、江本真里子、濱本直樹
（DanieLonely）、石田雅章（劇団イシダトウショウ）、島田淳子、赤尾光春
演奏：クラリネット：樋上千寿（オルケステル・ドレイデル）
アコーディオン：秦コータロー

✺ 2日目：居留守文庫
日時：2015年10月3日（土）
1回目：13:00～ 15:30／ 2回目：16：00～ 18:30
場所：居留守文庫（大阪阿倍野・文の里の古書店）
　　　http://www.irusubunko.com/
定員：各回につき 15名程度（事前に申し込みが必要です）
問い合わせ先：070-5350-1972／e.pithecanthropus@gmail.com（赤尾）

✡プログラム（演奏会以外は一日目と同じ）
1回目 ・解説（13:00～ 13:30）
 ・朗読劇（13:30～ 15:00）
 ・アフタートーク（15:00～ 15:30）　ゲスト：黒田晴之（松山大学）
2回目 ・解説（16:00～ 16:30）
 ・朗読劇（16:30～ 18:00）
 ・アフタートーク（18:00～ 18:30）　ゲスト：西成彦（立命館大学）

J開催内容I

大阪大学（豊中キャンパス）21世紀懐徳堂スタジオ

〒560-0043　大阪府豊中市待兼山町 1-13 ( 大阪大学会館内 )　　
Tel. 06-6850-6443

◯ 阪急電車宝塚線　石橋駅（特急・急行停車）下車徒歩約 15分
◯ 大阪モノレール　柴原駅下車徒歩約 15分

צווישן צוויי וועלטן (דער דיבוק)

ש. אנ-סקי

映画『ディブック』（1937）の一場面

ハビマ座『ディブック』の宣伝ポスター（1922）

ナタン・アルトマンによる『ディブック』の舞台装置
（1922）

S・アン＝スキ（1910年）
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